と、 そして 金属 をつ かわなくても 耐圧 性 人造 肉 をつ か 

えば 軽くて すむ ことと なった。 

「だから、 ほら 見て ごらんなさい。 わたしの からだ を _ 

すこしも 変じゃありません でしよ。 そして こんなに 軽 

快に うごけ ます わ」 

と、 チタ 教授 は、 フル ハタの 前で、 まるで レヴ ュ！ 

ガ— ル のように 四肢 を ふ つ てう ごいて みせた。 

フル ハタ は、 また 新しい 驚きに ぶっかって 目 をみ は 

ら なければ ならな か つ た。 

「すると、 九 百 三 歳の あなた は、 やっぱり 代用 臓器の 

おかげで もって、 そう 永く 生きて いる わけです か」 



と は、 大部分 違った 別物な のです ね」 

「まあ、 そういっても、 大した 間違いで はありません」 

「昔の ままの あなたと しての こ つ ている の は 脳髄と 骨 

格と 顔 かたちと だけ じ やない のです か」 

「いや、 そうではありません」 

「じ や、 もっと 残って いるもの があります か」 

「いや、 その 反対です。 いま あなたの おっしゃった 顔 

かたち も 別物です。 正直な こと をい うと、 わたし は 生 

れっき あまり 美人ではなかった のです。 額 はとび だし、 

眼 は ひっこみ、 口 は 大きく、 鼻 は 曲って いました。 そ 

こで わたし は、 すっかり 顔 を とりかえて 〔# 「とりかえ 



た 一 千万 年後の 世界と いう 絵 そっくりの 街が あらわれ 

た。 まず 目につい たの は、 路が 縦横 上下に 幾 百条と 

走って いる ことであった。 この おびただしい 道路 は、 

一 つと して フル ハタの 知っている 道路の ように 十文字 

に 交叉して いなかった。 いずれも 上下に くいちがって 

いるので、 横断な どと いうよう な ことが なく、 どこ ま 

で 行っても、 信号で 停められる といった ような ことが 

Kir 、 。 

な レ 

さらにお どろいた こと は、 この 道路のう えに、 自動 

車みたい な 乗り物が 一 つも 見えない こと だ。 そして 人 

間が、 まるで 弾丸の ように、 しゅっし ゆつ と 走って い 



番号までの 人間 は、 早く 地上への ぼって、 移民 ロケ ッ 

トの 前に 集まれと いうので す」 

「はは あ、 すると ここ は 地上 じ やない のです か」 

「そうです とも、 地下 五百メ J ^ル のと ころです よ」 

「地中 街と いう わけです ね。 チタ 教授、 私 は 地上 を 見 

たいので すが、 どんな ふうに 地上の 様子が 変つ たかを 

早く 知りたい のです」 

「だめ、 だめ」 と 教授 は 言下に フル ハタの 願い をし り 

ぞ けた。 「地上へ は 命令され た 人の ほか、 出られない 

のです。 移民 は、 命令です から、 ああして 上へ 出られ 

るので す」 



「あとちよ うど 一年た てば、 地球 は エック ス 彗星と 衝 

突して、 めちゃめちゃに 壊れる ことが 分って いるので 

す」 

「は あ、 なるほど、 彗星との 衝突です か」 と フル ハタ 

はうな ずいた が、 「それで 地球から 移民の 必要が ある 

んで すね。 それなら、 金星な ど ゆかないで、 地球と 気 

候 もい ちばんよ く 似た 火星 へ ゆかな いのは どうした わ 

けです _ 

すると チタ 教授 は、 今までに ない 険しい 目 をして、 

フル ハタ を ふりかえりながら、 いった ことで ある。 

「あなた も 古いだ けあって 頭脳が わるい のね。 いま 地 
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